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                              平成１４年１１月 １日 

各    位 

 

                 会  社  名   ジーエルサイエンス株式会社 

                 代表者の役職氏名 取締役社長   森  憲 司 

                         （登録銘柄 コード番号 7705） 

                 問い合わせ先   取締役総務部長 齋藤 林寿郎 

                 Ｔ  Ｅ  Ｌ   ０３－５３２３－６６３３ 

平成１５年３月期 中間および通期の連結業績予想の修正について 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１４年５月２４日の決算発表時に公表した業績予想を

下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 

１．平成１５年３月期 連結中間業績予想数値の修正（平成14年4月1日～平成14年9月30日） 

                               （単位：百万円、％） 

   売 上 高   経 常 利 益  当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成14年5月24日 発表） 

 

  ６,８７３ 

 

   ２７８  

 

    ８４ 

 今回修正予想（Ｂ）   ７,４４０    １８８     ２９ 

 増 減 額（Ｂ－Ａ）    ５６７   △ ９０   △ ５５ 

 増 減 率     ８.３％   △３２.４％   △６５.５％ 

前期(平成13年9月中間期)実績   ７,０７０    ７５４    ３０５ 

 

２．平成１５年３月期 連結通期業績予想数値の修正（平成14年4月1日～平成15年3月31日） 

                               （単位：百万円、％） 

   売 上 高   経 常 利 益  当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成14年5月24日 発表） 

 

 １４,７３４ 

 

   ９８８  

 

   ３８８ 

 今回修正予想（Ｂ）  １５,０８４    ７２８    ２６９ 

 増 減 額（Ｂ－Ａ）    ３５０   △２６０   △１１９ 

 増 減 率     ２.４％   △２６.３％   △３０.７％ 

前期（平成14年3月期）実績  １４,２０６    ９５３   １,２６１ 

 

３．理 由 

（１）平成１５年３月期 連結中間業績予想数値の修正について 

  平成１４年１１月１日（金）発表の当社子会社テクノクオーツ㈱（コード番号：５２１ 

  ７）の業績予想下方修正が主たる理由です。 
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 テクノクオーツ㈱の 

 平成１５年３月期 中間連結業績予想数値の修正（平成14年4月1日～平成14年9月30日） 

                               （単位：百万円、％） 

   売 上 高   経 常 利 益  当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成14年5月23日 発表） 

 

  １,８７０ 

 

    ９０ 

 

    ４３ 

 今回修正予想（Ｂ）   ２,０１０     ４６     ２０ 

 増 減 額（Ｂ－Ａ）    １４０   △ ４４   △ ２３ 

 増 減 率     ７.５％   △４８.９％   △５３.５％ 

前期(平成13年9月中間期)実績   ２,４１３    ４９５    ２４１ 

 

尚、当社単体では、非接触ＩＣカード事業以外（従来のジーエルサイエンス㈱）では対計画

増収増益が見込まれますが、非接触ＩＣカード事業は対計画減収減益の見込みで当社単体合

計では増収ですが、若干の減益となる見込みです。 

また、オランダの子会社ATAS GL International社は対計画では減収減益となる見込みです。 

そのため、連結業績予想値は、上記のように増収減益の見込みとなりました。 

 

（２）平成１５年３月期 連結業績予想の修正について 

  当社単体では、非接触ＩＣカード事業以外（従来のジーエルサイエンス㈱）では対計画 

  増収で若干の増益見込みですが、非接触ＩＣカード事業は、下期持ち直すものの通期で 

  は対計画減収減益の見込みで、当社単体合計では対計画増収減益の見込みです。 

  また、テクノクオーツ㈱（コード番号：５２１７）は、平成１４年１１月１日（金）発 

  表のとおり、対計画増収減益の見込みであり、オランダの子会社ATAS GL Internation 

  al社も、下期持ち直すものの、通期では対計画減収減益となる見込みです。 

  そのため、連結業績予想は、上記のように増収減益の見込みとなりました。 

 

 

以 上 


